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その場にいながらいろいろな情報を収集したり、

世界中の人と交流できるインターネット。南河原

公民館のインターネットサロンには４台のパソコ

ンが用意され、いつでもインターネットが利用で

きます。特に週末ともなると小中学生で順番待ち

ができるほどの人気ぶりです。予約して、一人一

時間の利用時間を守り、楽しみながら利用してい

ます。

「水と緑　個性あふれる文化都市」を目指して
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教育・女性・健康・福祉・文化スポーツ・行政の６分野それぞれに力を注ぐ「６つの安心プラン」に
基づいてまちづくりを進めている行田市。「水と緑　個性あふれる文化都市」を目指して各種事業に取
り組んでいます。
ここでは、主要施策ごとに本年度の取り組みについてご紹介します。

すべての市民が心身ともに健康でいきいきとした暮ら

しが送れるような、思いやりのある明るいまちづくりを

進めます。

○虐待防止事業

虐待を受けている、または受けていると思われる児童、

高齢者や障害者の早期発見と迅速な安全確認、対応措置

のための体制を整えました。専用のフリーダイヤルで２４

時間、情報提供を受け付けています。

○放課後児童対策事業

留守家庭の小学校１～３年生の児童を放課後から午後

７時までお預かりするのが学童保育室です。今年度は、

埼玉および中央学童保育室の整備に取り組みました。

整備の進む（仮称）前谷下忍線整備の進む（仮称）前谷下忍線 整備の進む（仮称）前谷下忍線 

新たに設置された埼玉学童保育室新たに設置された埼玉学童保育室 新たに設置された埼玉学童保育室 

災害対応型の高規格救急車災害対応型の高規格救急車 災害対応型の高規格救急車 

市民のだれもが安心していきいきとした暮らしが送れるように、安心で、便利で、しかも快適な都市・生活基盤づ

くりを進めます。

○（仮称）前谷下忍線道路改良事業

市民生活を支える社会基盤の最も重要なもののひとつが道路です。市では計画的に道路整備を進めています。今年

度は、（仮称）前谷下忍線などの幹線道路のほか、いくつもの道路改良事業に取り組みました。

○消防施設整備事業（高規格救急自動車購入）

万一のとき、すぐに駆けつけてくれる救急車。消防署に配備されていた高規格救急車の更新にあたり、高度救急救

命用の資機材を十分に備えた、災害対応型の救急車を導入しました。

「快適で住みよいまちをつくる」

「健康で幸せなまちをつくる」
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耐震補強工事を行った太田西小学校耐震補強工事を行った太田西小学校 耐震補強工事を行った太田西小学校 

生産者と子供たちの交流を図る給食交流会生産者と子供たちの交流を図る給食交流会 生産者と子供たちの交流を図る給食交流会 

すべての市民が、それぞれに合った内容、手段、方法で生涯にわたって学習できるような環境づくりを進めます。

○「古代蓮の里ぎょうだ」のびのび英語教育特区事業

構造改革特区の認定を受け、今年度からすべての小学校で英語活動の授業を導入しました。次代を担う子供たちが

英語に親しみ、国際感覚やコミュニケーション能力を身につけるための新たな取り組みです。

○小学校施設整備事業

平成１２年度から年次計画により実施している小学校の大規模改造・耐震補強工事。今年度は、中央小学校および太

田西小学校の校舎の耐震補強工事などを実施しました。

生産性の高い農業の振興と魅力的な商店街の形成や工

業の高度化を図り、活力にあふれるまちづくりを進めます。

○施設設置奨励金事業（企業誘致促進事業）

長野工業団地に進出する企業に対し優遇措置を行って

います。この事業の効果もあり、長野工業団地の分譲は

順調に進んでいます。

○地産地消推進事業

市では、地元で生産された農産物を地元で消費する

「地産地消」の活動を推進しています。いろいろな啓発活

動を行っているほか、学校給食でも地元の農産物が使わ

れ始めています。

市民参加を積極的に促進するとともにみんなで助け合う心豊かなまちづくりを進めます。

○（仮称）女性センター開設推進事業

男女がお互いの人権を尊重しつつ、責任も分かち合い、個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社

会の実現に向けた事業です。今年度にその設計が完了し、平成１８年度には、いよいよ建設工事に着手します。

○自治会集会施設建設費補助

地域コミュニティの中心的役割を担っている自治会。市では、その活動拠点となる集会所の新築や改築などに補助を

行っています。本年度は、城南自治会集会所の建設や６カ所の自治会集会所の改築に対する補助を行いました。

みらいの英語フォーラムでは英語教育の成果を発表しましみらいの英語フォーラムでは英語教育の成果を発表しました みらいの英語フォーラムでは英語教育の成果を発表しました 

「個性を伸ばす教育と文化を育てるまちをつくる」

「産業を振興し豊かなまちをつくる」

「心ふれあうまちをつくる」
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わ
が
国
は
、
平
成
５
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
「
障
害
者
対
策
に
関
す
る
新
長
期
計

画
―
全
員
参
加
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
―
」
と
平
成
７
年
12
月
に
決
定
さ
れ
た

「
障
害
者
プ
ラ
ン
〜
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
７
か
年
戦
略
」
に
基
づ
き
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
基
本
理
念
の
一
つ
と

す
る
障
害
者
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
車
い
す
で
の
入

店
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入

居
を
拒
否
さ
れ
る
事
案
が
発
生
す
る
な
ど
、

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
国
民
の
理
解
や

配
慮
は
い
ま
だ
十
分
で
な
く
、
そ
の
結
果

と
し
て
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参

加
が
阻
ま
れ
て
お
り
、「
障
害
の
あ
る
人
も

地
域
の
中
で
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社

会
に
」
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
理
念
は
完
全
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
国
で
は
新
た
に
「
障
害
者
基

本
計
画
」
お
よ
び
「
重
点
施
策
実
施
５
か

年
計
画
」
が
平
成
14
年
12
月
に
策
定
さ
れ
、

ま
た
、
平
成
16
年
６
月
に
は
、「
障
害
者
基

本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
平

成
17
年
４
月
に
は
、「
発
達
障
害
者
支
援
法
」

が
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
障
害
者
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
に
お
い
て
も
、

国
民
の
間
に
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
を
一
層
定
着
さ
せ
、
障
害
の
あ
る
人

の
自
立
と
社
会
参
加
を
さ
ら
に
促
進
す
る

た
め
に
、
各
種
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
（
内
線
２

２
１
）
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２
月
３
日
、
市
内
長
野
在
住
の
染
色
工
芸
家

高
澤
英
子
さ
ん
が
「
第
１
回
さ
い
た
ま
輝
き
荻

野
吟
子
賞
」
を
受
賞
し
、
そ
の
報
告
の
た
め
横

田
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
明
治
時
代
に
数
々
の
困
難
を
克

服
し
、
日
本
の
女
医
第
一
号
と
な
っ
た
郷
土
の

偉
人
、
荻
野
吟
子
の
精
神
を
今
に
伝
え
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
、
事
業
所
を
顕
彰
す
る
た
め
、
本
年
度
、
埼

玉
県
が
創
設
し
た
も
の
で
す
。

高
澤
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
行
田
の
伝
統
で
あ

る
藍
染
め
の
普
及
や
、
日
本
で
も
珍
し
い
女
性

だ
け
の
工
芸
作
家
団
体
で
あ
る
埼
玉
県
女
流
工

芸
作
家
協
会
を
創
設
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た

る
創
作
、
文
化
活
動
を
通
じ
、
社
会
の
中
で
個

性
と
能
力
を
い
き
い
き
と
発
揮
し
、
幅
広
く
活

躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
も
旺
盛
な
創
作
意
欲
を
持
っ
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
が
、
現
在
の
日

本
社
会
が

目
指
す
男

女
共
同
参

画
社
会
の

実
現
に
大

き
く
貢
献

す
る
も
の

と
認
め
ら

れ
た
も
の

で
す
。

横田市長に受賞の報告に訪れた高澤さん横田市長に受賞の報告に訪れた高澤さん 横田市長に受賞の報告に訪れた高澤さん 

市では、これまでにも行政改革大綱や実施計画に基づ

く取り組みを進めてきましたが、公共の事業分野が拡大

する一方で今後も収入の減少が予想されるなか、市民の

皆さんへのサービスを将来に渡って継続させるために

も、安定した行政経営に向けた行政改革の取り組みが重

要となります。

そこで、これまでの改革の取組による成果を把握した

うえで、平成２１年度までを集中改革期間と位置付け、

期間内に達成を目指す具体的な目標を定めるものとし

て、今年度中に「集中改革プラン」を策定・公表するこ

ととしました。

今後の改革では、これまで同様に市の業務の無駄を徹

底的に省いて職員数を減らすなどスリム化を図っていく

ことは当然ですが、同時に、市が本当に行わなければな

らないサービスは何かを検証し、その結果、皆さんにも

公共サービス分野の一部を担っていただいたり、特定の

人・団体だけに対するサービスは削減や相応の負担をし

ていただくことなども考えていかなければならない状況

にあります。

集中改革プランでは、そのような生活に直結するよう

な内容についての改革目標も掲げていくことになります

ので、その内容を決定していくにあたり、広く市民の皆

さんの意見を募集します。

なお、集中改革プランの概要は、以下に掲げるような

内容となります。

事務事業の見直しにあたっての考え方および方法／施

設や業務の民間委託の目標／職員数の削減目標／給与・

手当などの見直し内容／第三セクターの適正運営／歳入

確保・経費節減の取り組みによる財政効果

※プラン（案）の詳細は、市ホームページに掲載する

とともに、企画政策課および市役所１階市政情報コ

ーナーに備えてありますのでご覧ください。

＜募集期間＞

３月１日（水）～２０日（月）

＜提出方法＞

書式自由で以下の方法のいずれかにより市役所企画政

策課改革推進担当まで提出してください。

１.郵送による場合（３月２０日消印有効） 送付先　〒

３６１－８６０１行田市本丸２－５ 行田市企画政策課あて

２.FAXによる場合 FAX５５０－２１１６

３.電子メールによる場合 メールアドレス　

kikakuseisaku@city.gyoda.saitama.jp

４.持参の場合 平日の午前８時３０分から午後５時１５

分の間に市役所２階企画政策課まで

＜注意事項＞

１.書式は自由ですが、『集中改革プランに対する意見』

であることを明記し、市の行政改革に関して「こうし

た方がよいのでは」「これは無駄ではないか」などの

意見・提言を記入してください。

２.意見の提出に際しては、以下の理由から必ず住所・氏

名をご記入ください。匿名による場合は、意見として

取り扱わないこととさせていただきます。

①提出された意見の内容を確認させていただく場合があ

ること

②意見の提出に対する責任の所在を明らかにする必要が

あること

※ご記入いただいた住所・氏名などについては、行田

市個人情報保護条例に基づき、他の目的に利用・提

供しないとともに適正に管理いたします。

３.提出いただいた意見を反映し、「集中改革プラン」を

策定・公表いたしますので、ご意見をいただいた方へ

の個別の回答はいたしません。
問い合わせ 企画政策課改革推進担当（内線３０８・３１１）

行政改革集中改革プラン（案）に関する意見を募集します

第１回さいたま輝き荻野吟子賞受賞の高澤英子さんが横田市長を訪問
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合併処理浄化槽設置補助金を交付します合併処理浄化槽設置補助金を交付します
現在、海や河川を汚すものとして、一般

家庭からの「生活雑排水」が原因といわれ

ています。市ではこれらの対策として、し

尿のほかに台所・洗濯・風呂などの生活雑

排水を合わせて処理する家庭用の「合併処

理浄化槽」設置に補助金を交付します。

設置する合併処理浄化槽の規模（人槽）

などにより、それぞれ補助金額が違います。

そのため、補助の基準や金額、手続きなど

の詳細については環境課へお問い合わせく

ださい。

○補助金を受けることのできる方

・下水道事業認可区域を除く市内に合併処

理浄化槽を設置される方

・主として住居を目的とした住宅（小規模

小売店舗などを併設した住宅を含む。た

だし、居住部分の床面積が全体の床面積

の２分の1以上であること。）に合併処

理浄化槽を設置される方

○補助金額（４月1日より）

申し込み・問い合わせ

環境課環境政策係　�５５６ー９５３０ FAX５５３ー０７９２

皆さんの声をより多く市政に反映し、これからのまちづく

りに役立てるため「市民と市長のまちづくり集会」を開催し

ます。この集会は、自治会をはじめ各種の団体に呼びかけ、

広く意見交換を図るため、地域ごとに市内６つの会場で直接

市長がみなさんの話を伺うものです。

今年も次のとおり参加者を募集しますので、ぜひお申し込

みください。なお、参加できる会場は次の３会場です。

公募参加への申し込み

日時・場所 ５月１４日（日）須加公民館、５月２１日（日）

持田公民館、５月２８日（日）中央公民館。いずれも午後

１時３０分～３時３０分

応募資格 市内在住で２０歳以上の方

定員 各会場とも８人程度（先着申し込み順。ただし、応

募者が定員を超える場合は、会場の変更をお願いする場合

があります）

お願い 一人一会場での申し込みに限らせていただきます。

申し込み ３月３１日（金）までに官製はがきに住所･氏

名･年齢･職業･電話番号・ご希望の会場を明記の上、〒３６

１ー８６０１　行田市本丸２番５号　行田市役所広報広聴課

「市民と市長のまちづくり集会」担当あてお送りください。

問い合わせ 広報広聴課広報広聴担当（内線３１８）

皆さんがまちづくりの主役です
「市民と市長のまちづくり集会」を開催

２
月
15
日
、
行
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
か

ら
「（
仮
称
）
行
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定

に
関
す
る
提
言
書
」
が
横
田
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
書
は
、
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、

責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
本
市
の
条
例
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
、
市
は
提
言
書
を
尊
重
し
、
平
成
18
年
度
中
に

条
例
を
制
定
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
提
言
書
は
、
市
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
お
よ

び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
担
当
（
内
線
３
１
２
）

横田市長に提言書を手渡す
横田会長（中）と富田副会長（左）

男
女
共
同
参
画
基
本
条
例
制
定
に
関
す
る
提
言
書
を
提
出

男
女
共
同
参
画
基
本
条
例
制
定
に
関
す
る
提
言
書
を
提
出

人槽区分

８～１０人槽

６～７人槽

５人槽

８～１０人槽

６～７人槽

５人槽

５人槽

６～７人槽

８～１０人槽

交　付　金　額（円）

９０３,０００

６５４,０００

４８９,０００

５７６,０００

４８６,０００

４４４,０００

２４０,０００（既存単独処理浄化槽

またはくみ取り便所からの転換を

伴う場合は、３５４,０００）

２４０,０００（既存単独処理浄化槽

またはくみ取り便所からの転換を

伴う場合は、４１１,０００）

２４０,０００（既存単独処理浄化槽

またはくみ取り便所からの転換を

伴う場合は、５１９,０００）

区　分

高度処理型
合併処理浄化槽
（BOD除去型）

高度処理型
合併処理浄化槽

（窒素・リン除去型）

合併処理浄化槽
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平
成
12
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正

に
よ
り
、
既
存
宅
地
確
認
制
度
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
既
に
既
存
宅
地

確
認
を
受
け
た
土
地
（
※
１
）
に
お

い
て
行
う
自
己
用
の
建
築
物
の
新
築

な
ど
に
限
り
、
従
前
ど
お
り
許
可
不

要
（
※
２
）
と
す
る
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
過
措
置
は
平
成
18
年
５
月

17
日
ま
で
（
平
成
13
年
５
月
18
日
以

降
に
既
存
宅
地
確
認
を
受
け
た
土
地

に
お
い
て
は
、
そ
の
確
認
を
受
け
た

日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
す
る

日
ま
で
）（
※
３
）
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
経
過
措
置
に
よ
り
自
己
用
の

建
築
物
の
新
築
な
ど
を
ご
計
画
の
方

は
、
開
発
指
導
課
ま
で
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
１
　
新
た
に
既
存
宅
地
確
認
申
請

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
２
　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
手
続

き
（
適
合
証
明
な
ど
）
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
３
　
経
過
措
置
の
終
了
期
限
ま
で

に
建
築
物
の
新
築
な
ど
に
着
手
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
開
発
指
導
課
開
発

指
導
係
（
内
線
３
５
７
・
３
５
８
）

既
存
宅
地
確
認
制
度
廃
止
に

伴
う
経
過
措
置
が
終
了
と

な
り
ま
す

市では、平成１４年３月に『行田市役所地球温暖化対策実行計画』を策定し、市の事務・事業活動によって排出さ

れる温室効果ガスの総排出量を平成１８年度までに５％、３８７t-CO２（平成１２年度比）削減する目標を立て、積

極的な取り組みを進めています｡

基準年度である平成１２年度の温室効果ガス総排出量の７,７４４.６t-CO２に比べて、平成１６年度は、施設の増設に

ともない、温室効果ガス総排出量は８,１１０.９t-CO２で、4.7％増加してしまいました。なお、実行計画の評価対象施

設における温室効果ガス総排出量は７,５７２.４t-CO２で、２.２％削減しました。

ひきつづき目標を達成するよう計画を推進していきます｡

1 電気使用による温室効果ガスの排出量

基準年度に比べ、OA機器の増加や教育文化センター

みらいなどの増加要因があり、各施設で取り組みを行

ったにもかかわらず、１２.０％増加してしまいました｡

これからも、OA機器の待機電力の削減について退庁時

や連休中など、支障のない限り、OA機器のプラグを抜

くなどの取り組みを推進していきます｡

冷暖房温度の適正管理などに取り組むことで排出量

を抑えていますが、これらの取り組みだけでは、十分

対応しきれないため、風力発電や太陽光発電などの新

エネルギーの設備が必要であります。

2 施設の燃料使用による温室効果ガスの排出量

A重油、灯油、LPG、都市ガスによるCO２排出量は、

１０.２％減少しています｡特に『行田市地球温暖化対策

実行計画』のなかで重点的取り組みとしたA重油につ

いて１２.３％の削減を達成しました｡

3 公用車の燃料使用による温室効果ガスの排出量

ガソリン、軽油等燃料についてのCO２排出量は３.６％

の削減をしました｡アイドリング・ストップの実施や低

公害車の導入などが行われたことによるものです。

4 その他（用紙類の削減）

再生紙の使用、両面印刷、両面コピーの実践、庁内

LANの活用により削減に取り組みます｡

※なお、旧南河原村分については、除いております。
問い合わせ 環境課環境政策係 �５５６－９５３０

FAX５５３－０７９２　

取組項目

電気使用

施設の燃料使用

公用車の燃料使用

結果

１２.０％

▲１０.２％

▲１２.３％

▲１９.２％

▲４６.５％

２３.２％

A重油

灯油

LPG

都市ガス

▲ ３.６％

主な取組内容

昼休み時の消灯、トイレ、給湯室、OA機器などのこまめな消灯
冷暖房温度の適正管理（冷房２８℃、暖房１９℃）

ボイラーなどの適正な運転

冷暖房温度の適正管理（冷房２８℃、暖房１９℃）

沸かし過ぎの防止や確実な栓締め等ガス器具等の適正な使用など

ノーカーデーの実施、低公害車の導入

アイドリング・ストップの実施、公共交通機関の利用

平成１６年度取り組み結果表
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設置場所を
チェック！
設置場所を
チェック！

１ 寝 室
就寝に使用する部屋の天井または壁面に設置します。

CHECK

2 階 段
就寝に使用する部屋がある階の階段の踊り場の天
井または壁面に設置します。（ただし、避難階（1階
など容易に避難できる階）の階段は除く）

CHECK

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
全
国
一
律
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

設
置
お
よ
び
維
持
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
政
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
行
田

市
火
災
予
防
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
る
背
景

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
９
割

は
、
住
宅
で
発
生
し
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
は
全
国
で
年
間
１
千
人
を
超

え
、
死
に
至
っ
た
原
因
の
７
割
が
「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

火
災
に
よ
る
煙
を
感
知
し
て
、
自
動

的
に
警
報
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
い
ち
早
く

火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

○
ど
の
よ
う
な
建
物
が
対
象
に
な
る
の
か

戸
建
住
宅
、
長
屋
住
宅
、
共
同
住
宅

等
（
自
動
火
災
報
知
設
備
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
は
免
除
）
に
設
置
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
場
所
は

寝
室
お
よ
び
寝
室
の
あ
る
階
の
階
段

部
分
（
た
だ
し
、
１
階
な
ど
容
易
に
避

難
で
き
る
階
は
除
き
ま
す
。）

※
台
所
に
つ
い
て
は
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
位
置

天
井
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、
壁
ま

た
は
は
り
か
ら
０
・
６
メ
ー
ト
ル
以
上

離
す
。

壁
面
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、
天
井

か
ら
下
方
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
高
さ
で
あ

る
こ
と
。

※
（
い
ず
れ
も
換
気
扇
や
エ
ア
コ
ン
等

の
吹
き
出
し
口
か
ら
１
・
５
メ
ー
ト

ル
以
上
離
し
ま
す
。）
９
ペ
ー
ジ
の

設
置
上
の
注
意
点
参
照

○
い
つ
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
の
か

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
適
用
、
既
存
住
宅
は
平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
に
（
早
期
に
設
置
し
て
命
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。）

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

行
田
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
�
５

５
６
│
３
０
０
５
ま
た
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
相
談
室

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
１

２
０
│
５
６
５
│
９
１
１

受
付
時
間
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
）（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
休
み
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義
務
付

け
を
契
機
と
し
て
不
適
正
な
価
格
（
市
場

価
格
を
超
え
る
高
額
な
価
格
）
に
よ
る
訪

問
販
売
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



■2006.3.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111

9

世
界
遺
産登

録
へ
向
け
て井上さんの講演に参加者は聞き入っていました　 横田市長に感謝状を手渡す坂本行田警察署長

県
警
本
部
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

昨
年
11
月
に
行
田
市
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議

会
が
関
係
機
関
・
団
体
・
公
募
の
市
民
で
組
織
さ

れ
、
世
界
遺
産
登
録
へ
向
け
て
の
機
運
が
高
ま
る

中
、
２
月
４
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
で

は
「
世
界
遺
産
勉
強
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
目
と
な
っ
た
こ
の
日
は
井
上
肇
さ
ん

（
県
教
育
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
）
に
よ
る
講

演
「
世
界
遺
産
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は
世
界
遺
産
登
録
運
動
に

つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
を
盛
り
込
み
、

「
ま
ず
は
行
田
の
ま
ち
に
誇
り
を
も
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
り
、
70
人
の
参
加
者
は
興
味
深
そ
う

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課

�
５
５
３

―
３
５
８
１

１
月
31
日
、
坂
本
徳
司
行
田
警
察
署
長
が
市

役
所
を
訪
れ
、
埼
玉
県
警
本
部
か
ら
の
感
謝
状

を
横
田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
予
算
を

確
保
し
、
積
極
的
に
交
通
安
全
施
設
を
整
備
し

て
安
全
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め
で
す
。
本
市
以

外
で
は
、
加
須
市
、
上
尾
市
、
蓮
田
市
、
坂
戸

市
に
も
同
様
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。



障害者自立支援法が成立し、
４月から新しい制度がはじまります
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１
月
24
日
、
ニ
ッ
コ
ー
株
式
会
社
常
務

取
締
役
の
金
田
猛
さ
ん
ら
が
横
田
市
長
を

訪
問
し
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
と
寄

付
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
藤
原
町
に
あ
る
同
社
埼
玉
工

場
が
地
域
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
石
川
県
に
あ
る
本
社

で
作
っ
て
い
る
陶
器
な
ど
を
販
売
し
た
際

の
売
上
金
の
一
部
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
寄

付
は
15
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

市
で
は
い
た
だ
い
た
寄
付
を
福
祉
事
業
に

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

横田市長に寄付を手渡す金田常務取締役

障害福祉サービスの変更点
○身体障害、知的障害、精神障害で別々だったサービ
スのしくみがひとつになります。（サービスの一元化）

○サービスの利用を希望される場合は、どのくらいの
サービスが必要な状態かについて、市の認定を受け
ていただいた後、サービス利用計画の作成・支給決
定となります。（現在サービスを受けている方は９月
までは従来通りそのままサービスを利用できます。
１０月以降のサービス利用のためには、新たに申請
が必要となります。）

○４月から事業者への支払い（利用者負担）のしくみ
が変わり、サービス費用の原則１割の支払い（定率
負担）となります。また、施設などを利用する際の
食費や光熱水費が自己負担となります。

福祉サービス利用者負担の月額上限
（所得に応じて月額上限があります）

※所得や預金など資産が少ない人は、上記の金額がさらに減

額される場合があります。

医療サービスについて
○更正医療、育成医療、精神通院が一本化され「自立支
援医療」となり、医療費の１割が原則自己負担となり
ます。ただし、所得に応じて上限が決められています。

問い合わせ
福祉課障害福祉担当（内線２６５・２６６・２７９）

行田職業サービスルームでは、パートタイム専門の

就職相談や情報提供を行っています。お気軽にご利用

ください。

問い合わせ

行田職業サービスルーム　�５５５ー２６２７

障害者自立支援法が成立し、
４月から新しい制度がはじまります

市民税課税世帯の人① ３７,２００円

市民税非課税世帯で、

下記③④に該当しない人
② ２４,６００円

市民税非課税世帯で、

年収が８０万円以下の人
③ １５,０００円

生活保護世帯の人④ ０円

パートタイムの仕事をお探しの方へ

場　所 県行田地方庁舎２階（市役所南隣）

業務日 月～金曜日（祝日・年末年始を除く）

時　間 午前９時～午後５時

費　用 無料

県産業労働センターでは、賃金や労働時間などの労

働条件、採用や退職、解雇、労務管理の改善など、勤

労者と経営者の労働に関する悩みや疑問についての相

談を受け付けています。（費用無料）

特に３月は、通常の平日の労働相談に加え、すべて

の土曜日に電話での労働相談を実施しますので、お気

軽にご相談ください。

問い合わせ

東部産業労働センター　�０４８ー７３７ー２１３６

３月は労働相談強化月間です

土曜特別電話労働相談

日　程 ３月４日・１１日・１８日・２５日

時　間 午前８時３０分～午後５時

月～金曜日（祝日・年末年始を除く）

午前８時３０分～午後５時

（火・木曜日は午後８時まで電話相談のみ実施）

業務日

時　間

通常労働相談
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①
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は

市
内
に
居
住
し
、
行
田
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、
義
務

教
育
就
学
中
の
児
童
（
満
６
歳
に
達
し
た
日

以
後
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
満
15
歳
に
達
し

た
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
）
と
同
居
し
、
児
童
を
監
護
し
て
い
る
保

護
者
（
養
育
者
を
含
む
）

（1）
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
父
母
の
双
方
が
死

亡
し
た
児
童

（2）
父
母
が
婚
姻
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
場
合
を
含
む
。以
下
同
じ
）

を
解
消
し
た
児
童

（3）
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
に
出
産
し
た
児
童

②
手
当
の
額
は

右
記
（1）
の
児
童
　
１
人
月
額
　
６
千
円

右
記
（2）
お
よ
び
（3）
の
児
童

１
人
月
額
　
３
千
円

③
所
得
制
限
は

保
護
者
の
現
年
度
（
４
月
か
ら
７
月
ま
で

の
手
当
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
）
の
市
町
村
民

税
の
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

＊
現
在
、
こ
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で
も

対
象
児
童
が
増
え
た
場
合
（
平
成
18
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
が
い
る
と
き
な

ど
）
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

担
当
（
内
線
２
６
２
）

「
行
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童

養
育
手
当
」
を
ご
存
知
で
す
か

テレビや新聞などでご存じのように、毎日、悲惨な交通事故が発生し、昨年中は全国で６,８７１人
の方が亡くなり、また警察に届け出のある方だけでも、１１５万人以上の方が負傷されました。
交通事故は、いつ、どこで、あなたや家族に降りかかるかわかりません。万一に備えて、ご家族

そろってご加入ください。

※原則として交通事故証明書または救急車出動証明書（公的証明書）が必要になります。

交通事故証明書または救急車出動証明書がない場合は、支払われる見舞金の上限が２０,０００円となります。

問い合わせ 防災安全課交通係（内線２８４）

会員１人年額

加入資格

共済期間

加入方法

支払い対象事故

支払われる見舞金

見舞金の請求期限

５００円
（※年度の途中で１０月以降に加入される場合は、２５０円となります。）

・市内に居住し、住民票に記録されている方

（就学のために転出している場合、加入できません。）

・市内の事業所に勤務されている方

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日までの１年間

ただし、会員が転出、市外へ転勤したときは転出、転勤した日まで

防災安全課交通係（市役所１階２２番窓口）で随時受け付けています。

日本国内の道路上において発生した次の人身事故に限ります。

・車両（自転車を含む）に乗車中の衝突、転落、接触などによる事故

・歩行中における運行中の車両との衝突、接触などによる事故

医 療 見 舞 金

後遺障害見舞金

事故発生日から２年以内です。請求期限を経過したときは無効になります。

死 亡 見 舞 金

１４,０００円から１３０,０００円（実治療日数に応じて）

６００,０００円

（身障者法後遺障害等級５級以上の障害と診断されたとき）

１,０００,０００円
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市では、小学校の英語活動のアシスタントをしてくだ
さるボランティアを募集します。
募集期間 ３月２日（木）～１６日（木） 募集人員
４人程度　 応募資格 １８歳以上の日常英会話のでき
る方　 応募方法 募集期間内に応募書類を教育委員会
まで持参してください。応募書類は３月１日（水）から
教育委員会学校教育課で配布します。 その他 応募書
類を提出後、面接（３月２０日（月）を予定）を行います。
採用された方は、次年度の英語活動のアシスタントを行
っていただきます。 問い合わせ 学校教育課 �５５６
―８３１６

のびのび英語ボランティア募集

市では、修学の意欲があるのに経済的な理由で修学が困
難な方に対し、学資金の一部を奨学資金として給与します。
受給資格
①市内に６カ月以上居住し、高校および高等専門学校
に在学していること　
②他の奨学資金の給与を受けていないこと
給与金額　月額１万円
願書に添付する書類
①在学証明書
②同一生計者の所得証明書
③住民票謄本
申請 ４月３日（月）～２５日（火）
その他
受給者は、奨学生選考委員会において選考します。
申し込み・問い合わせ
教育総務課 �５５６－８３１１

奨学資金の活用を

郷土博物館では３月２０日（月）を開館します。
（２１日（火）は開館、２２日（水）は休館します）
問い合わせ 同館 �５５４―５９１１

郷土博物館休館日変更のお知らせ

①要介護認定を受けている方が福祉用具を購入する場
合、４月から県の指定を受けた福祉用具販売事業者か
ら購入した場合のみ保険給付の対象となります。
※指定事業者は、３月末ごろに決まる予定です。
②住宅改修は、現在の工事完了後の申請・審査方式から
工事着工前の事前申請・審査方式になりますので、住
宅改修を行う前には必ず担当のケアマネージャーに相
談してください。
問い合わせ 高齢者福祉課介護保険担当（内線２７７）

４月から国の介護保険制度見直しにより、
一部サービスの利用方法が変わります

高年齢者等の雇用の安定等に
関する法律が改正されました

６５歳までの定年の引き上げ、継続雇用制度の導入等
の義務化
高年齢者雇用安定法の改正により、４月１日（土）から、

年金支給開始年齢の段階的引き上げにあわせて、６５歳ま
での定年の引き上げ、継続雇用制度の導入等の高年齢者
雇用確保措置を講ずることが事業主に義務づけられます。
問い合わせ ハローワーク行田 �５５６―３１５１
または埼玉労働局 �０４８―６００―６２０８

「行田市民便利帳」訂正のお願い

対象となる月

本人負担

（医療費）

本人負担

（入院時の

食事代）

誕生日の属する月

の翌月から（２日

生まれの方につい

てはその月から）

老人保健法

１割または３割

１日　７８０円

※１日　６５１円

○６８ページ歯科医院一覧表中、次の歯

科医院の電話番号

問い合わせ 広報広聴課（内線３１８）

○２１ページ「高齢者の医療」の表中、老人保健法の記述（下記下線部）

（誤）

対象となる月

本人負担

（医療費）

本人負担

（入院時の

食事代）

誕生日の属する月

の翌月から（１日

生まれの方につい

てはその月から）

１割または２割

１日　７８０円

※１日　６５０円

（正）

老人保健法

※市民税非課税世帯減額制度があります。 ※市民税非課税世帯減額制度があります。

保険年金課

歯科医院名 電話番号

半田歯科医院 ５５３ー３２３２

松井歯科医院 ５５９ー１４１６

（誤）

歯科医院名 電話番号

半田歯科医院 ５５５ー３２３２

松井歯科医院 ５５９ー０６０５

（正）

２月に各世帯に配布しました「行田市

民便利帳」の中で、次の誤りがありまし

た。お詫びして訂正させていただきます。
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相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

 
人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

３月２８日（火） 

３月２０日（月）、４月３日（月） 

３月１９日（日）、４月７日（金）・１４日（金）　　 

３月１６日（木）・２０日（月）・２３日（木）・２７日（月）・３０日（木） 
４月３日（月）・６日（木）・１０日（月）・１３日（木） 

３月１７日（金）・２４日（金）・２８日（火）・３１日（金）  
４月４日（火）・１１日（火）　　　　 

４月７日（金）・１４日（金）　　　　　 

４月１０日（月）　　 

３月２２日（水）　　　　　　 

３月２６日（日）、４月２日（日）　　　 

３月２７日（月）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 

市役所 

 
市役所 

中央公民館 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  
 商工観光課 

（内線３８３） 
 

人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

 
午後１時～４時　 

午前１０時～３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（３月１５日～４月１５日） 

【
相
談
事
例
】

・
上
場
予
定
の
大
手
製
薬
会
社
の
未
公
開
株
を
買
わ
な
い
か

と
電
話
勧
誘
が
あ
り
、
購
入
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
会
社

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
上
場
に
つ
い
て
は
不
明
と
言
わ
れ
、

詐
欺
に
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

（
60
歳
男
性
）

・
証
券
会
社
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
上
場
予
定
の
未
公
開

株
を
買
わ
な
い
か
と
何
度
も
電
話
が
あ
る
が
、
問
題
の
あ

る
業
者
か
。（
65
歳
女
性
）

【
お
答
え
し
ま
す
】

未
公
開
株
と
は
、
証
券
取
引
所
な
ど
の
株
式
市
場
に
上
場

さ
れ
て
い
な
い
株
で
す
。
未
公
開
株
が
上
場
さ
れ
る
と
、
上

場
後
の
株
の
価
格
が
上
が
り
大
き
く
利
益
を
出
す
こ
と
が
あ

る
た
め
、
大
変
人
気
が
あ
り
ま
す
が
注
意
が
必
要
で
す
。

○
勧
誘
を
受
け
た
場
合
の
注
意
点

◆
証
券
業
の
登
録
の
あ
る
会
社
？

未
公
開
株
の
販
売
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
未

公
開
株
の
発
行
会
社
や
証
券
取
引
法
に
従
っ
て
登
録
し
た
証

券
会
社
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
者
か
ら
の
勧
誘

は
注
意
が
必
要
で
す
。
業
者
が
証
券
業
の
登
録
を
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
免
許
・
登
録
を
受

け
て
い
る
業
者
一
覧
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
未
公
開
株
の
譲
渡
制
限
に
注
意
！

株
式
は
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
原
則
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
公
開
株
は
、
株
式
譲
渡
を
す

る
と
き
に
は
、
取
締
役
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
譲
渡
制
限

の
あ
る
場
合
が
多
く
、
一
般
に
出
回
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
発
行
会
社
自
体
が
存
在
し
な
い
　

上
場
予
定
と
偽
っ
た
り
、
発
行
会
社
自
体
が
架
空
で
あ
る

な
ど
詐
欺
的
な
勧
誘
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事
例
の
よ
う
に
、

具
体
的
な
上
場
予
定
が
な
い
の
に
上
場
す
る
と
ウ
ソ
の
説
明

を
し
て
い
る
場
合
、
消
費
者
契
約
法
の
取
消
な
ど
を
主
張
し
、

業
者
と
返
金
の
交
渉
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
場
合
に
は
、
取
引
を
見
合
わ
せ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
未
公
開
株
は
、
実
際
に
上
場
さ
れ
な
け
れ
ば
、
売

買
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
く
、
換
金
す
る
方
法

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
上
場
予
定
が
あ
る
と
し

て
も
、
将
来
の
動
き
を
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、

業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
し
て
未
公
開
株
を
購
入
す
る
こ
と

は
と
て
も
危
険
で
す
。
取
引
内
容
が
理
解
で
き
な
い
と
き
や

取
引
を
行
う
つ
も
り
が
な
い
の
に
執
拗
な
勧
誘
を
受
け
た
と

き
は
、
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
や
不
明
な
点

や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

�
０
４
８
―
７
３
４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課

（
内
線
２
５
２
）

「
上
場
間
近
で
儲
か
る
」
っ
て
本
当
？
　
〜
未
公
開
株
の
勧
誘
に
ご
注
意
〜

くらしの 番情報
株
式
投
資
へ
の
人
気
の
高
ま
り
を
背
景
に
、「
値
上
が
り
確
実
な
未
公
開
株
を
買
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
、
上
場
間

近
の
よ
う
に
思
わ
せ
未
公
開
株
を
売
り
つ
け
た
り
、
代
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
行
為
が
増
え
て
い
ま
す
。

！？
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　
・診療時間……午前１０時～午後５時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせく
ださい。
・行田中央総合病院 �５５３－２０００
・壮幸会行田総合病院　 �５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　 �５５６－３００５
・埼玉県救急医療センター　�０４８－８２４－４１９９

生後９１日以上の犬の飼い主は、犬の生涯に１回の登録
と、毎年１回狂犬病予防注射を飼い犬に受けさせなければ
なりません。
平成１８年度は下記の日程で狂犬病予防注射を実施しま

すので受けてください。
まだ飼い犬の登録をしていない方も、この機会に登録と

狂犬病予防注射を済ませてください。
飼い犬を登録されている方には、登録番号が入った狂犬

病予防注射の案内はがきをお送りしますので必ず会場に持
参してください。
もし、はがきが届かない場合は連絡してください。

受付時間 午前９時３０分～１１時
日　　程 （雨天でも実施します）

☆上記会場で注射が受けられなかったときは、個別に動物病院などで
受けてください。（この場合もはがきを動物病院へ持参してください）

料　金 登録と注射　　　　　　 ６，３００円
注射のみ（登録済みの犬）３，３００円

（この金額は集合注射会場での料金です。個別に動物
病院で接種する場合、病院ごとに金額は異なります）

お願い

○飼い犬の首輪・鎖などが外れないようにするととも
に、注射会場には飼い犬になれた方が連れて来てくだ
さい。
○注射当日は犬の引き取りは行いません。
○飼い犬が死亡している場合は、死亡届（届出用紙は各
公民館・保健センター・南河原支所にあります）を提
出してください。
○受付開始から３０分くらいは、会場が大変込み合いま
すので、なるべく時間をずらしてお越しください。

犬の登録・狂犬病予防注射は
必ず受けましょう

日　　程 （前期分）

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター
持 ち 物 母子健康手帳
・対象の方には個人通知します。
・平成１６年１２月３１日以前に生まれた７歳６カ月未満で未接種
の方はこの機会に受けてください。
・必ず受付時間内においでください。遅れると受けられません。
・お子さんの日ごろの状態をよく知っている保護者の方が連れて来てく
ださい。
・体温は接種会場で測定してください。
・慢性の病気があるお子さんや、継続して治療を受けているお子
さんは、かかりつけの医師に相談してから受けるようにしまし
ょう。
・後期分の日程は市報ぎょうだ９月号に掲載する予定です。

ポリオ（小児マヒ）予防接種

初回接種対象児
平成１７年７月１日　

～１２月３１日生まれ

追加接種対象児
平成１７年１月１日

～６月３０日生まれ

接種日（経口）

４月 ４日（火）

５日（水）

１１日（火）

１２日（水）

１３日（木）

１７日（月）

１９日（水）

２６日（水）

５月１０日（水）

１７日（水）

対象児

期　　　日 医療機関名 期　　　日 医療機関名

３月１９日（日）
壮幸会行田総合病院　

２１日（火）

４月 ２日（日） 壮幸会行田総合病院　

９日（日） 行田中央総合病院

行田中央総合病院２６日（日）

休日急患診療

実施月日 会場 実施月日 会場

４月 ３日（月）

４日（火）

５日（水）

６日（木）

７日（金）

１０日（月）

１１日（火）

保健センター ４月１２日（水） 太井公民館

荒木公民館 １３日（木） 星河公民館

持田公民館 １４日（金） 下忍公民館

北河原公民館・地域文化センター １８日（火） 埼玉公民館

須加公民館 １９日（水） 星宮公民館

南河原支所 ２０日（木） 忍・行田公民館

太田公民館 ２１日（金） 保健センター
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・対象の方には個人通知します。

・対象者以外（平成１７年１１月３０日以前に生まれて生後６月に達する

までの間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けて下さい。

・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し

た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害などの疾患

を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ１歳に達す

るまでにＢＣＧ接種が可能な場合は保健センターまでご連絡ください。

・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。

・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。

・体温は接種会場で測定してください。

・慢性の病気があったり、継続して治療を受けているお子さんは、かか

りつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種
日　　程

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター
持 ち 物 母子健康手帳

３月２７日（月） 平成１７年１２月１日～１５日生まれ

４月 ６日（木） 平成１７年１２月１６日～３１日生まれ

期　　日 対　象　者

こころの相談

なんとなく気分がすぐれない、夜ねむれない、不安や心
配事がある、ご自身の性格や人間関係になやみがあるなど
の相談をお受けします。
小学生をはじめ、中学生、高校生やその家族の方も相談

できます。
また、精神障害などで生活のしづらさがあり、困ってい

る方の相談もお受けします。
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。

期　　日 ３月１６日（木）、
４月４日（火）・６日（木）

場　　所 保健センター

保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

４月 ７日（金） 

４月１８日 (火） 
平成１７年１１月１５日～１２月１４ 
日生まれの子 

４月１４日 (金） 平成１６年１０月生まれの子 

４月２７日 (木） 平成１５年９月生まれの子 

４月２１日 (金） 平成１４年１０月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 ４月２５日（火） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
５月１１日（木） 

５月２３日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 ４月１０日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

４月２４日 (月） 

４月２８日 (金） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１７年１１月１５日～１２月１４ 
日生まれの子をお持ちの方 

平成１７年１０月１５日～１２月１４ 
日生まれの子をお持ちの方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 ４月１９日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
少
量
化
を

図
る
た
め
、不
用
に
な
っ
た
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や
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電
製
品
な
ど
、

ま
だ
使
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る
も
の
の
仲
介
を
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用
品
登
録
制
度

を
実
施
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て
い
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す
。（
品
物
無
料
）

登
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期
間
は
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月
で
す
。
現
在
登
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さ
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い
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は
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。

◎
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す

▽
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り
た
た
み
式
座
卓
　
▽
大
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用
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ド

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
ノ
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ト
パ
ソ
コ
ン
　
▽
大
人
用
自
転
車
　
▽
応
接

セ
ッ
ト
　
▽
室
内
用
す
べ
り
台
　
▽
子
供
用
自
転
車

▽
べ
ビ
ー
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▽
Ａ
ま
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は
Ｂ
型
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ビ
ー
カ
ー

▽
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子
レ
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ジ
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（
20
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）
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机
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ド
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�
５
５
６
―
９
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３
―
０
７
９
２

不
用
品
情
報

納税窓口の夜間開設

皆さんが納税しやすいよう夜間の納税
窓口を開設します。ぜひご利用ください。
同時に納税相談も行います。
日時 ３月２７日（月）～３１日（金）

午後５時１５分～７時
場所 市役所税務課収納係１２番窓口
問い合わせ

同課収納係（内線２３６・２３７）

ご利用ください
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県立さきたま資料館は、４月１日か

ら「埼玉県立さきたま史跡の博物館」

として生まれ変わります。

これまでの民俗展示室は新たに考古

資料を中心とした企画展示室となり、

テーマ展示、特別展示を開催します。

新名称「埼玉県立さきたま史跡の博

物館」 観覧料 一般２００円（１２０

円）、学生・生徒１００円（６０円）、

中学生以下および６５歳以上は無料

※（ ）は２０人以上の団体の場合 年

間観覧料（年間共通パス）一般１,２００

円、学生・生徒６００円　※埼玉県立

嵐山史跡の博物館（旧名称・埼玉県立歴

史資料館）でもご使用になれます。

問い合わせ 同館 �５５９―１１１１

自らの子育て体験を活かし、地域ぐるみの子育て支援活動を推進すること
を目的として、サポーター活動や子育てサロンスタッフとしての具体的な実
践活動への技量を高め、また行田市ファミリーサポートセンターの会員とし
ての研修講座です。
対　　象 子育てサポーター、サロンスタッフとしての基礎知識を学び、広

く地域社会の中で活かしたいと願う、子供好きで健康・明朗な方
募集人員 １００人（養成講座の再受講も可）年齢性別は問いません。
主　　催 中央公民館、行田市社会福祉協議会、特定非営利活動法人子育

てネット行田
共　　催 埼玉県家庭教育振興協議会　
参加無料

申し込み・問い合わせ ４月１１日（火）午前１０時～　
中央公民館（教育文化センター内）�５５６―２６４９
行田市社会福祉協議会（総合福祉会館内）�５５７―５４００

日時 ４月４日（火）午前１０時～

１１時４５分（受付午前９時３０分～）

場所 総合福祉会館やすらぎの里

対象 市内の乳幼児を持つ父母　

会費 １００円　 内容 子育て中の

親同士で語らう（託児つき） 定員

３０人（先着順） その他 平成１８年

度の開催日は、６月６日（火）、８月１日

（火）、１０月３日（火）、１２月５日（火）、

２月６日（火） 主催 行田市民生委

員児童委員連合会　 後援 行田市、

行田市社会福祉協議会　 申し込み・

問い合わせ ３月６日（月）から平日

の午前８時３０分～午後５時１５分に

行田市社会福祉協議会 �５５７―５４

００

さきたま資料館が
リニューアルします

子育て談話室たんぽぽ

☆平成１８年度 母親クラブ会員募集☆

☆平成１８年度 児童センタークラブ員募集☆

「児童をもつ母親の自主的な参加により組織されていて、親子のふれあいを大
切に子供と一緒に成長を願う」そんな企画を行うクラブです。
会費 年額１,０００円（ただし行事内容により多少の負担金あり） 内容 芋掘
り、もちつき体験、バスハイクなど（児童センターとの共催行事あり） 参加資
格 市内在住の子供を持つ母親　 申し込み・問い合わせ ４月１５日（土）まで
に児童センター �５５４－５７０６

平成１８年度 子育てサポーター養成講座 受講生募集

日　　時 場　　所 内　　容 講　　師

５月 ９日（火）
午後１時３０分～３時３０分

中央公民館
開講記念講演　

「ものつくり ひとつくり」
野村東太さん

（ものつくり大学学長）

１６日（火）
午前１０時～１１時３０分

中央公民館
「子育て支援からみた
地域力のあり方」（講義）

加賀谷崇文さん
（秋草短期大学専任講師）

６月 ６日（火）
午前１０時～１１時３０分

中央公民館
「子どもをとりまく

感染症対策」（講義）
埼玉県加須保健所長

２０日（火）
午前１０時～１１時４５分

中央公民館
「子どもの安全 子どもの
救急」（講義・実技）

消防署職員
（行田市消防本部）

１３日（火）
午前１０時～１１時３０分

文化ホール
「親子でリズム遊び」
～地域の親子たちと童謡を楽しむ～

（公開講座）

長森理恵さん（オペラ歌手）
斎藤真澄さん（ピアノ伴奏）

２３日（火）
午前１０時～１１時３０分

中央公民館
「幼児期の心身の発達」

（講義）

首藤敏元さん
（埼玉県家庭教育振興協議会々員

埼玉大学教育学部助教授）

３０日（火）
午前１０時～１１時３０分

中央公民館
「子どもの創造表現あそび」

（講義・実習）

築地弥生さん
（埼玉県家庭教育振興協議会々員

日本体育大学講師 ）

クラブ

日　時

指導者

対　象

定　員

会　費

申し込み・問い合わせ

折り紙

毎月第１日曜日

（午前１０時～１１時３０分）

大崎美奈子さん

就学前の幼児と
保護者・高齢者

３０人（先着順）

無料（ただし、内容により若干の教材費あり）

４月１日（土）午前１０時から児童センター �５５４－５７０６

体操①

毎月第３土曜日

（午後１時３０分～３時）

渡辺幸子さん

就学前の幼児と保護者

体操②

毎月第２土曜日

（午前１０時～１１時３０分）

渡辺幸子さん

小学生
（運動苦手な子）

粘土

毎月第４土曜日

（午後２時～３時３０分）

吉田初代さん

小学生

将棋

５月～７月　
毎週土曜日

（午前１０時～１１時３０分）

森健一さん（行田市将棋連盟）

小学４年生～６年生

１０人（先着順）
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川
有
栖
）

・
や
が
て
の
蛍
（
澤
田
ふ
じ
子
）

・
か
も
め
食
堂
（
群
よ
う
こ
）

・
レ
ン
タ
ル
・
チ
ル
ド
レ
ン
（
山
田
悠
介
）

・
正
直
じ
ゃ
い
け
ん
（
町
田
康
）

児
童
書
　

・
ぜ
っ
た
い
に
つ
い
て
い
か
な
い
よ
！
（
嶋
崎
政
男
）

・
帰
り
道
の
１
年
（
た
か
は
し
き
よ
し
）

・
ツ
ル
の
大
研
究
（
国
松
俊
英
）

・
サ
ン
ゴ
礁
と
海
の
生
き
物
た
ち
（
中
村
庸
夫
）

・
波
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
竹
下
文
子
）

・
方
言
の
絵
事
典
（
真
田
信
治
）

・
ド
ラ
ゴ
ン
は
王
子
さ
ま
（
茂
市
久
美
子
）

・
だ
れ
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
（
ガ
ー
ス
・
ニ
ク
ス
ほ
か
）

・
か
え
る
く
ん
は
か
な
し
い
（
マ
ッ
ク
ス
・
ベ
ル
ジ
ュ

イ
ス
）

・
チ
ー
タ
カ
・
ス
ー
イ
（
西
村
繁
男
）

・
う
さ
ぎ
の
ル
ー
ピ
ー
ス
ー
（
ど
い
か
や
）

・
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
こ
と
の
な
い
君
に
（
長
谷

川
集
平
）

▼
日
時

３
月
25
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

４
月
１
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

３
月
18
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

ド
ン
キ
ホ
ー
テ
　
お
ば
け
の
び
ん
づ
め

赤
い
く
つ
　
ほ
か

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
日
時

４
月
７
日
（金）
・
18
日
（火）
午
後
１
時
30
分
開

始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

乳
幼
児
の
こ
と
ば
と
心
の
発
達
に
は
、
家
庭
内
で

の
肉
声
に
よ
る
語
り
か
け
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

図
書
館
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
継
続
い
た
し
ま
す
。
絵
本

を
介
し
て
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
心

を
か
よ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

３
月
20
日
（月）
・
27
日
（月）
・
31
日
（金）
、
４
月
３
日
（月）
・

10
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
に

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
破
損
防
止
の
た
め
、
開
館
時
間

内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

「
人
が
見
事
に
生
き
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
」

若
き
楽
毅

が

く

き

は
自
ら
に
問
い
か
け
た
。
２
千
年
以

上
前
の
中
国
、
戦
国
の
時
代
に
生
き
た
楽
毅
の
、

時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
自
分
ら
し
く
生
き

よ
う
と
し
た
心
の
声
で
あ
ろ
う
。
三
国
志
の
英

雄
・
諸
葛
亮
孔
明

し
ょ
か
つ
り
ょ
う
こ
う
め
い

を
し
て
、
か
く
あ
り
た
い
と
い

わ
し
め
た
名
将
で
あ
る
。

宮
城
谷
昌
光
氏
の
作
品
に
は
皆
さ
ん
も
一
度
は

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
長
耳

ち
ょ
う
じ

・
孟
嘗
君

も
う
し
ょ
う
く
ん

・
太
公
望

た
い
こ
う
ぼ
う

、

多
く
の
名
君
・
名
将
が
生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、「
楽
毅
」
と
い
う
名
を
聞
い
た

人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
中
山
国
と
い
う
小

国
の
宰
相
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
彼
の
究
極

の
兵
法
は
「
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
」
彼
の
判
断
は
速

く
、
適
切
で
あ
っ
た
。
彼
の
言
葉
は
配
下
に
ふ
し

ぎ
な
安
心
感
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
生
き
方

に
多
く
の
者
が
感
動
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
ん

な
楽
毅
が
才
知
と
矜
持

き
ょ
う
じ

を
か
け
、
い
か
に
故
国
の

危
急
に
立
ち
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

時
代
や
状
況
は
異
な
る
が
、
困
難
に
立
ち
向
か

う
と
き
、
人
間
の
本
質
が
見
え
て
く
る
。
多
く
の

人
に
「
か
く
あ
り
た
い
」
と
思
わ
せ
る
楽
毅
。
現

代
を
生
き
る
私
た
ち
に
も
「
見
事
に
生
き
る
」
こ

と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

荒井 信子さん
（桜町）

「
楽

毅
」

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

宮
城
谷

昌
光
　
著

休

館

日

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

子
ど
も
映
画
会

3
月
15
日
（水）
 

星
宮
小 

3
月
16
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

3
月
17
日
（金）
 

太
田
東
小 
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２
月
18
日
、
お
よ
そ
３
０
０
人
が
詰
め
か
け

る
中
、
商
工
セ
ン
タ
ー
で
行
田
市
・
南
河
原
村

合
併
記
念
ぎ
ょ
う
だ
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
で
お

な
じ
み
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
遠
藤
泰
子
さ

ん
が
「
い
き
い
き
と
輝
い
て
生
き
る
」
と
題
し

て
講
演
。
遠
藤
さ
ん
の
体
験
談
な
ど
ユ
ー
モ
ア

を
ま
じ
え
た
楽
し
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

１
月
31
日
、
県
立
行
田
養
護
学
校
（
新
井
功

校
長
）
の
生
徒
が
横
田
市
長
を
訪
問
し
、
和
紙

の
手
法
を
用
い
て
作
成
し
た
名
刺
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
名
刺
は
、
同
校
の
生
徒
が
就
労
に
向
け

た
作
業
学
習
の
一
環
と
し
て
、
小
川
町
に
あ
る

小
川
和
紙
セ
ン
タ
ー
で
、
コ
ウ
ゾ
や
ト
ロ
ロ
ア

オ
イ
な
ど
の
材
料
を
用
い
て
作
成
し
た
も
の

で
、
普
通
の
用
紙
と
は
異
な
り
温
か
い
感
じ
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

１
月
29
日
、
産
業
文
化
会
館
で
は
行
田
市
合

唱
連
盟
主
催
の
第
22
回
行
田
市
合
唱
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

行
田
市
歌
の
全
員
合
唱
で
ス
タ
ー
ト
し
た
今

年
の
合
唱
祭
は
、
長
野
中
合
唱
団
、
さ
わ
や
か

コ
ー
ラ
ス
、
ま
じ
め
な
混
声
合
唱
団
な
ど
19
団

体
延
べ
約
６
０
０
人
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
全
体
に
響
く
澄
ん
だ
歌
声
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
に
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

澄
ん
だ
歌
声
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

い
き
い
き
と
生
き
る
た
め
に

文
化
講
演
会
〜
華
道
家

假
屋
崎
省
吾
さ
ん
を
お
招
き
し
て
〜

２
月
３
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、「
華
麗
な
る
　
お
も
て
な

し
」
と
題
し
、
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
に
よ
る
文
化

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

華
道
家
、
花
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
假
屋
崎
さ
ん
の
講
演

会
と
あ
っ
て
会
場
は
満
員
と
な
る
盛
況
ぶ
り
。

舞
台
の
上
で
楽
し
い
話
と
と
も
に
次
々
と
作
品

が
完
成
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
盛
ん
に
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
花
は
心
の
ビ
タ
ミ

ン
」
と
話
す
假
屋
崎
さ
ん
の
花
の
ア
レ
ン
ジ
を

目
に
し
た
来
場
者
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
な
が
ら
、
美
し
い
作
品
で
心
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

行
田
養
護
学
校
の
生
徒
が

手
作
り
名
刺
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
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人
形
劇
に
お
お
は
し
ゃ
ぎ

２
月
８
日
に
将
棋
の
第
32
期
女
流
名
人
位
戦

５
番
勝
負
で
、
清
水
市
代
女
流
名
人
を
下
し
て

初
め
て
新
女
流
名
人
に
就
い
た
矢
内
理
絵
子
女

流
４
段
が
名
人
位
奪
取
の
報
告
の
た
め
、
14
日

に
横
田
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

長
野
在
住
の
矢
内
さ
ん
は
、
父
の
影
響
で
将

棋
を
始
め
、
13
歳
で
女
流
棋
士
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
。
衛
星
放
送
の
将
棋
番
組
で
司
会
を
務
め
る

な
ど
、
プ
ロ
棋
士
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、「
慧
眼
け
い
が
ん

」
と
書
か
れ
た
自
筆

の
色
紙
を
横
田
市
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、「
女

流
四
冠
を
目
指
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

２
月
18
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
を

会
場
に
、
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
魅
力
あ
る
街
と
は
」
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
た
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
「
の
ど
自

慢
」
の
司
会
を
昨
年
４
月
ま
で
12
年
間
務
め

た
宮
川
泰
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
同
番
組
の
収

録
で
約
６
０
０
カ
所
を
訪
れ
た
と
い
う
宮
川
さ

ん
は
、
魅
力
あ
る
街
に
す
る
た
め
に
は
、「
村

お
こ
し

．
．
．

で
は
な
く
村
の
こ
し

．
．
．

の
発
想
が
大
切
で

あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
加

え
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
宮
川
さ
ん
の
話

を
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
は
楽
し
そ
う

に
相
づ
ち
を
打
ち
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
で
12
回
目
を
迎
え
る
「
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
２
月
５
日
、
長
野
公
民
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、「
人
形
劇
ぽ
っ
け
」「
行
田
お

や
こ
劇
場
」「
お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン
」
ら
市

内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
で
実
行
委
員
会
を
結

成
し
、
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
大
勢
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、
人
形
劇

「
３
び
き
の
こ
ぶ
た
」
や
「
こ
び
と
の
ふ
え
」、

絵
本
の
朗
読
や
手
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
、
会
場

は
子
供
た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
然
と
の
共
生
を
目
指
し
て

１
月
29
日
、
総
合
公
園
自
由
広
場
で
、
浮
島

ビ
オ
ト
ー
プ
（
あ
し
の
い
か
だ
）
づ
く
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

よ
あ
し
は
ら
の
取
り
組
み
に
よ
る
も
の
で
、
同

法
人
会
員
や
市
民
、
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸

専
門
学
校
の
学
生
ら
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
い
か
だ
２
台
が
、
無
事
に
自

由
広
場
北
側
の
池
に
浮
く
と
、
参
加
者
か
ら
は

拍
手
と
歓
声
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
学
生
ら
は
「
こ
れ
か
ら
は
生
物
が
住
み
始
め

る
様
子
や
植
物
が
育
つ
様
子
を
観
察
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

女
流
名
人
の
矢
内
さ
ん
が

横
田
市
長
を
訪
問

魅
力
あ
る
街
に
す
る
た
め
に
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昔
か
ら
「
読

み
・
書
き
・
そ

ろ
ば
ん
」
の
ひ

と
つ
と
し
て
教

育
の
中
で
も
取

り
入
れ
ら
れ
て

き
た
書
道
は
、

真
っ
白
な
紙
の

上
で
文
字
を
書

く
個
性
と
表
現

力
が
大
切
で
、

昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い
魅
力
が
あ
り
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

平
成
３
年
に
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
が
は
じ
ま

っ
た
「
水
城
書
道
ク
ラ
ブ
」
は
、
会
員
11
人
、

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

忍
・
行
田
公
民
館
会
議
室
な
ど
を
利
用
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
練
習
を
通
じ
て
実
力
を
高
め

る
と
共
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
融
和
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

書
道
の
練
習
に
は
、
半
紙
・
半
切
判
・
色
紙

な
ど
を
使
用
し
て
、
五
体
字
類
を
基
本
に
、
四

季
の
語
句
を
課
題
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
半

紙
や
色
紙
な
ど
の
お
手
本
は
す
べ
て
講
師
が
用

意
し
、
条
幅
（
半
切
判
）
の
練
習
に
も
ち
い
る

課
題
は
各
自
自
由
選
択
し
た
後
、
講
師
が
お
手

本
を
作
り
、
見
取
り
練
習
の
方
法
で
行
っ
て
い

ま
す
。
条
幅
は
、
座
っ
て
行
う
た
め
使
用
す
る

床
面
積
が
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
お
互
い
工
夫

し
て
練
習
を
行
い
ま
す
。
見
本
を
参
考
に
、
手

先
の
書
道
で
は
な
く
、
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

感
性
で
書
道
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

作
品
は
、
忍
・
行
田
公
民
館
の
公
民
館
ふ
れ

あ
い
祭
り
に
展
示
す
る
ほ
か
、
各
自
、
積
極
的

に
市
美
術
展
に
も
出
展
し
て
い
ま
す
。

「
ク
ラ
ブ
の
発
足
当
時
か
ら
の
会
員
が
多
い

の
で
、
会
員
同
士
、
心
の
つ
な
が
り
も
あ
り
ま

す
」
と
話
す
よ
う
に
、
書
道
を
通
じ
て
心
も
通

じ
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
気
の
合
っ
た
仲
間
た
ち
と
楽

し
く
親
睦
を
図
り
な
が
ら
書
道
を
続
け
て
い

き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
や
文
字
と
の
出
会
い
を
楽

し
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

忍
・
行
田
公
民
館
�
５
５
６
│
８
６
７
４

私
の
作
品

向
町
　
　
斉
藤
　
敏
行

米
を
と
ぐ
五
指
に
か
ら
ま
る
寒
の
水

桜
町
　
　
大
塚
　
保
子

初
日
記
大
き
な
夢
を
書
き
下お

ろ
す

谷
郷
　
　
斉
藤
　
　
勲

見
な
れ
た
る
山
新
た
な
り
年
明
く
る

荒
木
　
　
秋
山
　
二
郎

年
の
夜
老
い
し
夫
婦
の
早
寝
か
な

荒
木
　
　
峰
川
　
君
江

利
根
の
里
気
骨

き
こ
つ

に
生
き
て
鍬
初

く
わ
は
じ

め

須
加
　
　
栗
原
か
ね
代

利
根
川
の
水
澄
み
流
る
寒
の
入
り

下
中
条
　
永
沼
ふ
ぢ
子

淑
気

し
ゅ
く
き

満
つ
産
土
杜

う
ぶ
す
な
も
り

の
幟

の
ほ
り

か
な

堤
根
　
　
羽
山
喜
美
代

町
中

ま
ち
な
か

に
残
る
銭
湯

せ
ん
と
う

春
近
し

馬
見
塚
　
永
沼
規
美
雄

元
日
や
華
甲

か
こ
う

に
秘
め
し
夢
ひ
と
つ

向
町
　
　
佐
藤
　
猶
子

ひ
と
つ
づ
つ
夢
を
抱
い
て
る
冬
芽
か
な

深
水
町
　
松
岡
　
　
博

ろ
う
梅
や
目
に
入
る
前
に
香
聞
く

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

水城書道クラブ

心で書く書道を
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埼
玉
　
　
小
山
ま
み
子

鴨
の
む
れ
氷
を
さ
け
て
休
み
け
り

馬
見
塚
　
栗
原
　
二
郎

年
あ
ら
た
赤
城
の
峯
の
ゆ
っ
た
り
と

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

今
月
は
、
ビ
デ
オ
作
品
制
作
が
趣
味
と
お
っ

し
ゃ
る
鈴
木
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
が
同
好
の
仲
間
と
８
ミ
リ
映
画
の

ク
ラ
ブ
を
自
ら
会
長
と
し
て
発
足
さ
せ
た
の
は

昭
和
50
年
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。「
会
員
相
互

の
親
睦
と
、
映
像
の
楽
し
み
を
拡
大
し
、
仲
間

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
な
け
な
し
の
給
与
の
数
か
月
分
を
投
じ

た
高
価
な
機
器
を
活
か
し
、
い
か
に
興
味
を
持

続
さ
せ
る
か
も
目
的
だ
っ
た
で
す
ね
」
と
鈴
木

さ
ん
は
語
り
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
熊
谷
市

の
文
化
連
合
へ
加
盟
し
、
毎
年
秋
の
文
化
祭
行

事
と
し
て
の
公
開
映
写
会
、
毎
月
第
３
土
曜
日

の
定
例
会
を
軸
に
、
既
に
会
長
も
３
代
目
と
な

る
30
年
目
の
現
在
も
、
活
動
は
脈
々
と
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
２

年
前
に
は
「
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
」
を
受
賞
し
た
そ

う
で
す
。

ク
ラ
ブ
と
と
も
に
歩
ん
で
い
る
鈴
木
さ
ん
。

８
ミ
リ
か
ら
ビ
デ
オ
に
、
編
集
の
方
法
も
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
リ
ニ
ア
編
集
と
い
う
方
法
に
な

り
、
そ
の
操
作
に
少
し
苦
労
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
そ
ん
な
鈴
木
さ
ん
が
行
田
市
の
発
展
に
向

け
て
力
説
さ
れ
る
の
は
、
映
像
を
活
用
し
た
ま

ち
の
活
性
化
で
す
。「
私
の
仲
間
も
含
め
、
目

的
を
も
っ
た
映
像
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
昨
年
の
30
回
目
の
公
開

映
写
会
で
も
『
古
代
蓮
の
里
　
ほ
た
る
の
会
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
成
果
を
記
録
し
た
『
ほ

た
る
の
飛
ぶ
日
』
や
『
忍
城
物
語
』
な
ど
が
上

映
さ
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
行
田
の
歴
史
や

文
化
遺
産
、
観
光
資
源
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
た
ち
の
作
品
を
通
じ
て
、
行
田
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
語
り
ま
す
。『
ほ
た
る
の
飛
ぶ
日
』

の
中
で
「
昨
年
の
夏
、
古
代
蓮
の
里
に
ホ
タ
ル

が
乱
舞
し
た
事
実
を
ど
れ
だ
け
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
ご
存
知
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
と
語
り
か

け
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
映
像
な
ら
感
動
や

情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
そ
の
可
能
性

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

菅
原
　
湧
真

ゆ
う
ま

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

豊
和
・
文
恵
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
３
月
８
日
生
ま
れ

「
心
の
豊
か
な
子
に
な
っ
て
ね
！
」

岡
本
　
暖
之

あ
つ
し

ち
ゃ
ん
（
犬
塚
）

義
一
・
衣
重
さ
ん
の
三
男

平
成
17
年
３
月
30
日
生
ま
れ

「
暖
か
く
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
」

山
田
　
陽は

る

ち
ゃ
ん
（
西
新
町
）

隆
生
・
佳
子
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
３
月
15
日
生
ま
れ

「
キ
ュ
ー
ト
な
笑
顔
、
大
好
き
よ
」

細
谷
　
彩
姫

あ

き

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

篤
史
・
真
美
さ
ん
の
二
女

平
成
17
年
３
月
10
日
生
ま
れ

「
目
指
せ
！
彩
の
国
の
姫
（笑）
」

小
暮
あ
や
音ね

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

宜
弘
・
有
未
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
３
月
28
日
生
ま
れ

「
ス
イ
ミ
ン
グ
大
好
き
　
」

今月は、平成17年5月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは3月31日（金）です。
抽選会は4月4日（火）の午後1時30分市役所203会議室

映
像
を
使
っ
て
行
田
市
の
Ｐ
Ｒ
を

鈴
木
　
弘
一
さ
ん
（
南
河
原
・
68
歳
）

『ちょっと一休み』（彫刻）
岡崎　友男（持田）
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市
内
に
は
、
さ
き
た
ま
古
墳
群
の

ほ
か
数
多
く
の
古
墳
群
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
知
ら

な
い
古
代
の
ロ
マ
ン
に
巡
り
合
い
に

行
き
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

３
月
17
日
（金）

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
　
▼
集
合

午
前
８
時

50
分
ま
で
に
産
業
文
化
会
館
前
に
集

合
し
、
市
役
所
の
バ
ス
を
利
用
い
た

し
ま
す
。
▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

▼
講
師

県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
学

芸
員
　
▼
参
加
費
　
１
千
円
（
保
険

料
・
昼
食
代
）
※
当
日
に
徴
収
い
た

し
ま
す
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

３
月
15
日
(水)
ま
で
に
文
化
財
保

護
課
�
５
５
３
―
３
５
８
１

▼
日
時

４
月
８
日
（土）

午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
※
雨
ま
た
は
強
風
の

場
合
、
茶
会
の
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
　
▼
場
所

水
城
公

園
市
民
広
場
　
▼
内
容

行
田
大
茶

会
（
先
着
４
０
０
人
）、
輪
な
げ
、

風
船
つ
り
（
小
学
生
以
下
）、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
（
ゼ
リ
ー

フ
ラ
イ
・
だ
ん
ご
）
な
ど
　
※
内
容

に
多
少
の
変
更
あ
り
　
▼
問
い
合
わ

せ

行
田
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光

課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時

４
月
８
日
（土）

午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
▼
場
所

水
城
公
園

市
民
広
場
　
▼
募
集
数

30
区
画

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用

１
区
画
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）
１
千
円

▼
応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
代
表

者
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
・

出
品
内
容
、
返
信
面
に
あ
て
名
を
明

記
し
、
〒
３
６
１
―
８
６
０
１

行

田
市
本
丸
２
―
５

行
田
市
観
光
協

会
へ
。
３
月
20
日
（月）

必
着
。
▼
そ

の
他

１
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
１

区
画
の
み
と
し
重
複
応
募
は
無
効
。

ペ
ッ
ト
類
・
飲
食
物
の
出
品
お
よ
び

営
利
目
的
の
参
加
は
不
可
。
▼
問
い

合
わ
せ

行
田
市
観
光
協
会
（
商
工

観
光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時

３
月
27
日
（月）

午
後
１
時

30
分
〜
５
時
　
▼
場
所

さ
い
た
ま

商
工
会
議
所
会
館
（
浦
和
駅
下
車
）

▼
内
容
　
基
調
報
告
「
切
迫
す
る
首

都
直
下
地
震
災
害
と
は
〜
そ
の
被
害

想
定
か
ら
〜
」
中
林
一
樹
さ
ん
（
首

都
大
学
東
京
教
授
）
ほ
か
、
討
論

「
地
域
防
災
の
た
め
の
地
図
情
報
の

役
割
に
つ
い
て
」
ほ
か
　
▼
参
加
無

料

▼
定
員

３
５
０
人
（
先
着
順
）

▼
問
い
合
わ
せ

日
本
地
理
学
会

�
０
５
２
―
７
８
８
―
６
０
３
７
ま

た
は
県
危
機
管
理
課
�
０
４
８
―
８

３
０
―
３
１
１
７（
事
前
申
込
不
要
）

▼
日
時

毎
週
日
曜
日
　
午
後
３
時

〜
４
時
30
分
　
▼
場
所

東
小
学
校

体
育
館
　
▼
対
象

小
学
３
年
以
上

の
男
女
　
▼
会
費

月
額
７
５
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月

10
日
（月）
ま
で
に
高
澤
正
子
宅

�
５

５
６
―
５
８
７
８

第
２
回
「
世
界
遺
産
勉
強
会
」

市
内
の
古
墳
群
等
を
訪
ね
て

広告

水
城
公
園
　
　

桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り

水
城
公
園
桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
埼
玉
の
地
震
災
害
と

そ
の
対
策
を
考
え
る
〜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

国税専門官は、国税局や税務署において、税のスペシャリス
トとして法律・会計などの専門知識を駆使し、申告・納税に関
する調査・指導などを行います。
受験申込期間 ４月３日（月）～１４日（金）（消印有効）（土・日

曜日は除く） 申込書提出先 希望する第１次試験地を所轄する
国税局または国税事務所　 受験資格 ○昭和５４年４月２日～
昭和６０年４月１日生まれの者　○昭和６０年４月２日以降生ま
れの者で次に掲げる者　①大学を卒業した者および平成１９年
３月までに大学を卒業する見込みの者　②人事院が ①に掲げ
る者と同等の資格があると認める者 試験日 第１次試験
６月１１日（日） 第２次試験　７月２４日（月）～２７日（木）の
うち第１次試験合格通知書で指定するいずれか１日　　試験地
第１次試験　さいたま市、高崎市ほか　第２次試験　さいたま
市ほか　　試験の程度 大学卒業程度　　合格発表日 第１次
試験合格者は、７月４日（火）、最終合格者は８月２９日（火）
採用数 全国で約９５０人（平成１７年末現在の予定数） 問

い合わせ 関東信越国税局人事第二課試験係�０４８―６００―
３１１１（内線２０９５・２０９７）

国 税 専 門 官国 税 専 門 官
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広告

▼
日
時

３
月
26
日
（日）

午
前
９
時

30
分
〜
10
時
受
付
　
午
前
10
時
抽
選

開
始
（
保
護
者
の
方
の
み
お
い
で
下

さ
い
）

▼
場
所

行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
２
階
研
修
室
　
▼
募
集
対

象
（
平
成
18
年
４
月
付
）
○
親
子
ク

ラ
ス
　
年
少
児
と
母
親
30
組
　
水
曜

日
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

○
幼
児
ク
ラ
ス
　
年
中
児
10
人
、
年

長
児
10
人
　
水
曜
日
　
午
後
３
時
30

分
〜
４
時
30
分
　
○
Ｋ
コ
ー
ス
　
小

学
１
年
生
〜
３
年
生
20
人
　
土
曜
日

午
後
３
時
〜
４
時
　
▼
会
費

月
額

２
千
５
０
０
円
（
入
会
金
２
千
円
）

▼
問
い
合
わ
せ

同
連
盟
事
務
局
若

林
�
５
２
５
―
７
３
３
６

▼
日
時

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時
　
▼
場
所

行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
対
象

小

学
生
　
▼
内
容

走
る
跳
ぶ
な
ど
の

陸
上
運
動
の
基
本
　
▼
入
会
金

１

千
円
　
▼
会
費

月
額
５
０
０
円

▼
定
員

50
人
（
練
習
日
に
随
時
受

け
付
け
）
▼
主
催

行
田
市
陸
上
競

技
協
会
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
協
会

奥
泉
宅
�
５
５
５
―
０
８
１
４

▼
日
時

４
月
９
日
（日）

午
後
１
時

30
分
開
演
　
▼
場
所

忍
・
行
田
公

民
館
ホ
ー
ル
　
▼
内
容
　
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
く
る
み
わ
り
人
形
」
ほ
か

▼
入
場
無
料

【
団
員
募
集
】

▼
練
習
日
時

毎
週
土
曜
日
　
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
　
▼
場
所

忍
・
行
田
公
民
館
　
▼
対
象

小
学

１
年
生
〜
中
学
２
年
生
　
▼
費
用

月
額
３
千
円
　
▼
問
い
合
わ
せ
（
い

ず
れ
も
）
同
合
唱
団
会
長
菅
野
宅

�
５
５
４
―
９
３
８
６

▼
日
時

４
月
９
日
（日）
（
雨
天
の
場

合
４
月
16
日
（日）
）
午
前
８
時
受
け
付

け
開
始
　
午
前
８
時
15
分
開
会

▼

場
所
　
富
士
見
公
園
庭
球
場
ほ
か

▼
種
目
　
一
般
男
子
、一
般
女
子

▼

試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

▼
参
加
費

１
ペ
ア
１
千
円
（
一
般
）、

６
０
０
円
（
中
学
生
、
高
校
生
）
大

会
当
日
受
付
に
て
徴
収
　
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
26
日
（日）
ま

で
に
〒
３
６
１
―
０
０
２
３

行
田

市
長
野
１
０
４
５
間
庭
経
之
宅
�
５

５
６
―
１
２
４
８
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）へ

＊
同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
大
会
要

項
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

下
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.g
e
o
c
itie
s
.jp
/g
y

o
u
d
a
s
o
ftte
n
n
is
/

▼
日
時

毎
月
第
１
・
２
・
３
土
曜

日
（
８
月
は
休
講
）
午
前
10
時
〜
正

午
　
※
４
月
か
ら
１
年
間
　
▼
場
所

忍
・
行
田
公
民
館
ま
た
は
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
み
ら
い
　
▼
講
師

金
惠

天
さ
ん
　
▼
会
費

月
額
２
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
１
千
５
０
０
円
）

▼
募
集
人
数

20
人
　
▼
そ
の
他

初
級
・
中
級
ク
ラ
ス
は
随
時
入
会
可

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月

24
日
（金）
ま
で
に
ハ
ン
グ
ル
サ
ー
ク
ル

広
報
小
泉

�
０
８
０
―
５
０
０
３

―
４
８
８
４

▼
日
時

４
月
５
日
〜
７
月
19
日
の

祝
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日（
全
15
回
）

午
後
７
時
〜
９
時
　
▼
場
所

商
工

セ
ン
タ
ー
　
▼
講
師

陶
燕
さ
ん

（
元
上
海
市
　
中
・
高
校
教
師
）
▼
定

員

25
人
（
先
着
順
）
※
初
め
て
受

講
さ
れ
る
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
▼
費
用

月
４
千
円
（
他

に
教
材
費
は
実
費
）
▼
主
催

行
田

市
日
中
友
好
協
会
　
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

３
月
20
日
（月）
ま
で
に

受
講
目
的
・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
記
入
の
う
え
往
復
は
が
き
で
〒

３
６
１
―
０
０
２
３
行
田
市
長
野
５

９
４
５
行
田
市
日
中
友
好
協
会
篠
原

秀
幸
ま
で

�
５
５
９
―
１
６
５
９

（
夜
間
の
み
）

▼
日
時

【
１
回
目
】
３
月
25
日
（土）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　【
２
回
目
】

５
月
27
日
（土）

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
　
▼
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０

３
号
室

▼
テ
ー
マ
【
１
回
目
】
子

供
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
あ
げ
る

こ
と
に
つ
い
て

【
２
回
目
】
命
の

大
切
さ
を
ど
う
教
え
る
か
に
つ
い
て

▼
講
師

嶋
田
成
さ
ん
（
上
級
指
導

員
）
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催

家
庭

倫
理
の
会
埼
玉
北
部
行
田
準
支
部
ほ

か
　
▼
後
援

行
田
市
教
育
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ

同
会
加
藤
宅

�

５
３
３
―
５
３
６
０
ま
た
は
菊
池
宅

�
５
５
３
―
３
０
７
３

行
田
市
体
操
連
盟
会
員

陸
上
教
室

行
田
少
年
少
女
合
唱
団

第
31
回
定
期
演
奏
会

第
27
回
千
代
田
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

ハ
ン
グ
ル（
韓
国
語
）

初
心
者
コ
ー
ス

中
国
語
講
座初

級
コ
ー
ス

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

家庭や工場などから出る汚水を地下に埋設された下水道管に流し、終
末処理場に集めて化学的に処理し、きれいな水にして川に返します。

下水道一口メモ
下水道のしくみ
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行田市の人口と世帯　　　　人口８８,７６６人　男４４,１９４人　女４４,５７２人　世帯数３１,４８６世帯
（平成１８年２月１日現在） １月中の異動　出生５３人　転入等１８１人　死亡９３人　転出等１６１人

広告

▼
日
時

４
月
19
日
〜
６
月
28
日
の

祝
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日（
全
10
回
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▼
場
所

忍
・
行
田
公
民
館
　
▼
対
象

女
性

▼
費
用

１
千
円
　
▼
主
催

ジ
ョ

イ
フ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

同
ク

ラ
ブ
常
見
宅

�
５
５
６
―
２
４
７

１
（
午
後
６
時
〜
９
時
）

▼
日
時

３
月
26
日
（日）

午
後
１
時

30
分
開
場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場

所

熊
谷
会
館
　
▼
料
金

１
千
９

０
０
円
（
全
席
指
定
）
※
未
就
学
児

の
入
場
不
可
　
▼
問
い
合
わ
せ
・
チ

ケ
ッ
ト
販
売

同
館

�
５
２
３
―

２
５
３
５

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険
料
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
年
度
更
新
の

申
告
・
納
付
は
４
月
１
日
（土）
か
ら

５
月
22
日
（月）
ま
で
で
す
。

期
間
中
お
早
め
に
、
申
告
書
と
納

付
書
を
作
成
の
う
え
、
銀
行
ま
た
は

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
納
付
相
談
を
県
内
各
会
場
で

行
い
ま
す
。
４
月
初
め
に
資
料
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
申
告
書
な
ど
の
記
入
方
法
の
説
明

書
も
同
封
い
た
し
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課

�
０
４
８
―
６
０
０

―
６
２
０
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
―
６

０
０
―
６
２
２
３

▼
日
時

３
月
20
日
（月）

ガ
イ
ダ
ン

ス
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　
相
談
会

午
後
３
時
〜
３
時
30
分
　
▼
場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
会
議
室
（
長
野

９
４
３
）
▼
内
容

労
働
関
係
の
法

律
、
保
険
・
税
金
の
基
礎
的
な
話
、

そ
の
他
相
談
な
ど
　
▼
費
用
無
料

▼
そ
の
他

申
し
込
み
不
要
、
直
接

会
場
へ
　
▼
問
い
合
わ
せ

（財）
21

世
紀
職
業
財
団
埼
玉
事
務
所

�
０

４
８
―
８
２
４
―
７
０
０
１

▼
日
時

４
月
９
日
（日）

午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
▼
場
所

航
空
自
衛

隊
熊
谷
基
地
内
（
熊
谷
市
拾
六
間
８

３
９
）
▼
内
容

航
空
機
の
編
隊
飛

行
（
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
、
Ｆ
―
15
、

Ｔ
―
３
な
ど
）、
地
上
演
技
（
フ
ァ
ン

シ
ー
ド
リ
ル
）、
装
備
品
展
示
（
防
災

用
器
材
な
ど
）、
音
楽
隊
の
演
奏

野

外
売
店
な
ど
（
天
候
な
ど
の
状
況
に

よ
り
、
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）
▼
そ
の
他

駐
車
場
は

あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
電
車

（
Ｊ
Ｒ
籠
原
駅
か
ら
徒
歩
20
分
）
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
夜
桜
見
物

に
つ
き
ま
し
て
は
、
桜
が
満
開
の
時

期
に
１
日
か
２
日
間
程
度
基
地
を
開

放
す
る
予
定
で
す
。
▼
問
い
合
わ
せ

熊
谷
基
地
総
務
課

�
５
３
２
―
３

５
５
４
（
内
線
４
１
１
）

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
　
　
　

初
心
者
教
室

大
石
昌
美
心
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

〜
ハ
ー
モ
ニ
カ
人
生
60
年

コ
ン
サ
ー
ト
〜

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
相
談
会

熊
谷
基
地さ

く
ら
祭
り

受付期間 ４月１日（土）～５月１２日（金）
一次試験 ５月２０日（土）・２１日（日）
試験場所 航空自衛隊熊谷基地
応募資格 日本国籍を有し、平成１９年４月１日現在次の各号のいず

れかに該当する方　①２２歳以上２６歳未満の方　②大学
院修士課程修了者（理学、工学課程）は２８歳未満（卒業
見込み含む） ③２０歳以上２２歳未満で、学校教育法に
基づく大学卒業者、卒業見込みまたは外国における学校を
卒業した場合で大学卒業に相当すると認められる方

説 明 会 第１回：３月２６日（日）午前１０時～正午 熊谷募集事務所
第２回：４月１日（土）午前１０時～正午 熊谷募集事務所
第３回：４月９日（日）午前１０時～正午 加須募集事務所

内　　容　自衛隊の概要・幹部候補生制度の概要・幹部候補生採用試
験の概要

資料請求および説明会申し込み
防衛庁自衛隊埼玉地方連絡部熊谷募集事務所　
〒３６０－００３７ 熊谷市筑波３－９０－１国際ビル２階 �５２２－４８５５
ホームページ　http://www1.ttcn.ne.jp/̃kumagaya

自衛隊幹部候補生採用試験および説明会



■2006.3.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111

25

▼
日
時

３
月
19
日
（日）

①
午
前
10

時
〜
正
午

②
午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所

産
業
文
化
会
館

Ｂ
１
創

作
室
　
▼
内
容

ビ
ー
ズ
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
作
製

▼
定
員

各
15
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
１
千
５
０
０

円
（
材
料
・
保
険
料
含
む
）
▼
申
し

込
み
　
３
月
12
日
（日）

午
前
９
時
か

ら
同
館
窓
口
に
て
受
け
付
け

※
電

話
で
の
受
け
付
け
は
翌
日
か
ら

２
４
０
cm
×
２
４
０
cm
の
大
作
を

発
表
、
公
開
展
示
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月
５
日
（日）
〜
26
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入
場

は
午
後
４
時
ま
で
）
※
休
館
日
は
火

曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
場
合
は
翌
日
）

▼
場
所

産
業
文
化
会
館
１
階
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
▼
入
場
料

大
人

３
０
０
円
　
子
供
１
０
０
円

▼
期
間

３
月
18
日
（土）
〜
31
日
（金）

▼
内
容

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
に
ご
来

店
い
た
だ
き
、
一
度
の
お
買
い
上
げ

金
額
が
１
千
円
以
上
の
方
に
「
古
代

蓮
会
館
招
待
券
１
枚
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

４
月
８
日
・
15
日
・
22

日
・
29
日
、
５
月
13
日
・
20
日
の
各

土
曜
日
（
計
６
回
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

▼
場
所

市
民
プ
ー
ル

▼
内
容

温
水
プ
ー
ル
内
で
水
の
抵

抗
・
圧
力
を
利
用
し
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
な
ど
を
行
い
ま
す
。
▼
対
象

成

人
　
▼
定
員

60
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費
　
３
０
０
円
　
▼
申
し
込
み

３
月
11
日
（土）

午
前
９
時
か
ら
市
民

プ
ー
ル
窓
口
�
５
５
５
―
２
４
５
５

ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

４
月
９
日
・
16
日
・
23

日
・
30
日
、
５
月
７
日
・
14
日
の
各

日
曜
日
（
計
６
回
）
午
前
11
時
〜
午

後
０
時
15
分
　
▼
場
所

市
民
プ
ー

ル
　
▼
内
容

水
な
れ
（
顔
つ
け
・

も
ぐ
る
・
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
）、
水
遊
び
（
ボ
ー
ル
拾
い
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）、
水
泳
の
基
礎

練
習
を
行
い
ま
す
。
▼
対
象

市
内

在
住
の
小
学
１
年
生
〜
４
年
生
（
水

泳
の
苦
手
な
子
供
）
▼
定
員

30
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費

３
０
０
円

▼
申
し
込
み

３
月
12
日
（日）

午
前

９
時
か
ら
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
ま
た
は
市
民
プ
ー
ル
窓
口
ま
で

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

３
月
25
日
（土）

午
後
１
時

30
分
開
場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場

所

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
　
▼
入

場
無
料

▼
内
容

邦
楽
・
邦
舞
の

鑑
賞
お
よ
び
解
説
、
日
本
舞
踊
（
さ

く
ら
さ
く
ら
ほ
か
）
・
邦
楽
発
表
会

▼
出
演

西
川
扇
由
女
、渡
辺
岡
華
、

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
生
徒
　
ほ
か

▼
協
賛

（財）
伝
統
文
化
活
性
化
国
民

協
会
　
▼
問
い
合
わ
せ

産
業
文
化

会
館
�
５
５
６
―
６
３
７
１

国民健康保険税・・・９期　　納期限・・・３月３１日（金）
介護保険料・・・・・９期　　　

今月の納税

広告

小
物
作
製
教
室
　

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 
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江
戸
時
代
、
大
名
が
新
た
に
城
郭
を
築
城
す
る

こ
と
や
修
復
す
る
こ
と
は
幕
府
に
よ
り
厳
し
く
規

制
さ
れ
、
違
反
し
た
大
名
は
改
易
さ
れ
ま
し
た
。

元
和
元
年
（
１
６
１
５
）
の
武
家
諸
法
度
で
は
新

規
築
城
の
禁
止
や
修
理
を
す
る
際
に
幕
府
へ
届
け

出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
寛
永
12
年
（
１
６
３
５
）
の
武
家
諸
法
度
で

は
修
復
の
う
ち
石
垣
や
堀
の
修
復
と
い
っ
た
土
木

工
事
（
普
請
）
に
つ
い
て
は
幕
府
の
許
可
を
必
要

と
す
る
が
、
塀
や
門
、
櫓
の
修
理
に
際
し
て
の
届

け
出
は
必
要
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
建
築
物
の
簡
単

な
修
理
ま
で
は
規
制
の
対
象
外
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

城
郭
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
天
守
閣
で
す
が
、

幕
府
の
規
制
以
後
、
譜
代
大
名
の
居
城
が
多
い
関

東
地
方
の
城
郭
で
は
小
田
原
城
、
沼
田
城
な
ど
を

除
い
て
そ
の
名
称
は
使
用
さ
れ
ず
、
代
わ
り
に
多

く
の
城
で
２
階
・
３
階
建
て
の
櫓
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
忍
藩
で
も
元
禄
14
年
（
１
７
０
１
）、
３
代

藩
主
阿
部
正
武
の
と
き
、
櫓
の
建
設
な
ど
を
幕
府

に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
城
内

に
あ
っ
た
櫓
台
に
櫓
３
棟
を
建
設
す
る
こ
と
。
二

の
丸
北
側
の
堀
を
埋
め
土
塁
を
築
く
こ
と
。
城
の

北
側
の
往
来
が
不
便
な
た
め
曲
輪
く
る
わ

を
新
設
す
る
こ

と
。
城
北
西
に
あ
る
足
軽
屋
敷
を
拡
張
し
土
塁
を

築
く
こ
と
。
長
野
口
門
の
外
に
足
軽
屋
敷
を
建
設

す
る
こ
と
。
の
５
点
で
す
。
翌
元
禄
15
年
、
三
階

櫓
と
二
階
櫓
が
完
成
し
ま
し
た
。

忍
城
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
三
階
櫓
で
す
が
、

何
に
使
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。『
公
餘
録

こ
う
よ
ろ
く

』
に

よ
れ
ば
、
天
明
元
年
（
１
７
８
１
）、
江
戸
屋
敷
に

あ
っ
た
桜
町
天
皇
の
宸
筆
し
ん
ぴ
つ

や
歴
代
将
軍
の
墨
蹟
な

ど
を
三
階
櫓
に
運
び
入
れ
て
い
ま
す
。
同
５
年
に

は
阿
部
家
が
江
戸
屋
敷
で
祀ま
つ

っ
て
い
た
神
々
を
三

階
櫓
に
移
し
て
い
ま
す
。
同
７
年
に
は
歴
代
将
軍

の
領
知
判
物
は
ん
も
つ

・
朱
印
状
を
三
階
櫓
２
階
に
移
し
ま

し
た
が
、
の
ち
に
櫓
へ
の
落
雷
を
恐
れ
て
、
再
び

江
戸
に
戻
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
藩
の
貴
重

書
庫
と
い
っ
た
使
わ
れ
方
も
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

いちごはビタミンＣが多い果物として知られています。10粒食べるだ
けで、1日に必要なビタミンＣをとることができます。愛煙家やストレス
の多い現代人は、積極的に食べてもらいたい果物です。さわやかないちご
の酸味とあんこの甘さがマッチした、いちご大福をお茶うけ、おやつにい
かがですか。

いちご大福

栄養成分（1個分）
エネルギー126kcal たんぱく質3.9g 脂質0.4g
炭水化物26.3g ビタミンC12.4mg 塩分0.1g

行田保健所管内地域活動栄養士会

…手軽にとれるビタミンＣ…

ぎょうだ 

忍

城

の

改

修

と

三

階

櫓

144

忍城三階櫓

作り方
①白玉粉と砂糖をむらなくまぜ、だまを作らないように少しずつ水を加える。
水の量は1と1/4カップが目安。木べらですくってみると、とろりと糸を引い
てたれるくらいがよい。
②蒸し器で15～20分蒸し、熱いうちに木べらでよく練り混ぜ、もちをつくる。
③もちを10等分し、手をぬらして1個ずつ円形に薄く伸ばす。
④伸ばしたもちにこしあんをのせて広げ、いちごを真ん中にへたをとった部分
を上にしておく。もちの縁を伸ばすようにして包む。
⑤もちの表面に片栗粉をまぶし、手のひらで丸めて形を整える。余分な粉は落
とす。

材料（10個分）
いちご…10粒　白玉粉…200g 砂糖…大さじ2 こしあん…250g
片栗粉…少々


